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キ ーワード　 Stomion−U1，　smile ，　smile 　line，エ ッ ジ ワ イ ズ 装置 鼻 の 成長

　上 顎 前 突 の 患者 を治 療 す る際，臼歯 の 1級 関係 の 確立，

プ ロ フ ァ イ ル の 改 善 は もち ろ ん の こ と，smile ］ine の 改

善 も期待で き る よ うな 治療 メ カ ニ ク ス を考 え る 必要 が あ

る，しか し，日常臨床 に お い て，sn コ｛le　line と 関 係 の あ

る 上 顎 前歯の 垂 直 的 な位 置 付 け な どに 対 す る 配 慮 は少 な

い よ う に 思 わ れ る．

　 そ こ で 今 回，当科 に お い て、ヒ下 顎 左 右 第
一小 臼 歯 抜 歯

後，エ ッ ジ ワ イ ズ装置 に て 治 療 され 1級 の 臼歯 関 係，プ

ロ フ ァ イル の 改 善 が 得 られ た 成 長 期 の 上 顎 前 突 患 者 ユ2

名 （女子，初 診 時 年 齢 平 均 12歳 6 カ 月 ）に つ い て、治 療

前後 の 側 面 セ フ ァ ロ グ ラ ム を 用 い ．smile 　line と 関係 が

あ る と さ れ て い る St〔〕rnion −Ul （、　Il唇最下点 か ら上 顎 中

切歯切縁 まで 距離） の 変 化 に つ い て 検 討 し た ，ま た ，

Stomion −U1 に影 響 を 及 ほ
’
す可 能 性 の あ る硬 軟両 組織の

水 平 的．垂 直的位置変化 お よ び角度変化 に っ い て も検討

した ．

　 結 果 は以 下 の とお りで あ っ た．

　 1） St（＞mion −Ul は 有意 に 改 善 さ れ て い た ．

　 2 ）鼻の ド方 へ の 成長 に 伴 う上 唇 の 下方へ の 移動 は認

め られ た が．上 唇 の 突 出度 の 改 善 に 伴 う StomiDn の 下 方

へ の 移 動 は 認 め られ な か っ た．

　 3 ）Ul は 有意 に 圧 下 さ れ て い た が ，有意 な角度変化 は

認 め られ な か っ た ，

　 4 ） Palatal　Plane−U1 の 変 化 量 と Stomion 　Ul の 変

化 量 の 間 に 有 意 な相 関 が 認 め ら れ た．

　以 上 の こ と よ り，成長 期 に あ る 上 顎 前 突症 例 に お い て．

臼 歯の 1級 関 係 の 確立 プ ロ フ ァ イ ル の 改 善 が 得 られ た

症 例 で は，上 唇 に 対 す る Ul の 垂 直 的 コ ン ］・ロ ール も
．
卜

分 な され て い る こ とが 明 ら か に さ れ，smile 　lineの 改善

も期 待で き る こ とが 示 唆 さ れ た ．

　　　　　　　（日矯歯誌　53 （6）：675 〜682 ，1994 ）

An　evaluation 　of 　Stomion −UI　distance

before　and 　 after 　 orthodontic 　 treatment

of 　maxiliary 　 protrusion　in　growth 　period

　In　the 　treatment 　of 　maxi ］lary　protrusion 　case ，　it　is

important　for　 orthodontists 　to　make 　every 　 effort 　to

improve 　 smile 　line　besides　 establishing 　Class　I　 rela −

tionship　 of 　molars 　and 　improving 　 suft 　tissue　profile．

However ，　it　seems 　that　little　attention 　is　paid　tQ　the

vertical 　position　 of 　the　 rnaxillary 　 incisors　 which 　 is

reportedly 　significant 　to　 srnile 　lille，

　This　study 　was 　performed　to　evaluate 　Stomion −Ul

distance （ST −UD 　before　and 　 after 　orthodontic 　treat−

ment 　of 　l2　 cases 　with 　fDur　first　bicuspids　extraction

by　using 　cephalometric 　radiograrns ，　 All （，f　subjects

were 　 female　 and 　 obtained 　 Class　 I　 relationship 　 of

molars 　 and 　good 　profile　through　 standard 　 edgewise

appliance ．　The　average 　age 　was 　l2．5　years　at 　the 　first

examination ，　Further，　the　horizontal，　vertical 　or 　angu ・

lar　changes 　of　hard ＆ soft 　tissues，　which 　might 　affect

ST 　 U1，　 were 　 assessed ．

　The　following　results 　were 　obtained ，

　 1） ST −UI　 was 　significantly 　improved ．

　 2 ）　The 　uPPer 　lip　 shifted 　downward　f〔｝llowing　the

downward 　growth 　of 　nose ．

　3 ） Ul　 was 　significant ［y　depressed，　but　 nQ 　 signifi ・

cant 　change 　of 　the　 angle 　of 　Ul　 was 　observed ．

　 4 ） There 　was 　 significant 　 correlationship 　between

the　 change 　of 　Palatal 　Plane ．Ul　d｛stance 　 and 　that 　of

ST −U 】，

　Our 　 findings　made 　it　 clear 　that 　UI　 was 　well
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contr 〔〕11ed　vertically 　to　the　uPPer 　lip　for　patient 　who

Qbtained 　Class　I　relationship 　of 　molars 　and 　good

profile．　 It　was 　su99ested 　that　the　inlprovement　史，f

緒 言

　最 も ヒ ト ら しい 行動 の 1 つ で あ る 顔 の 表情 は ，わ れ

わ れ の 社会的行勤 の 基 本 と な る対 人 関係 に お い て 重要

な意味 をもっ て お り
D，そ の 中で も smile は感情 を伝

え る た め の 最 も効果的な手段 と もい え る．魅力 的で ，
バ ラ ン ス の とれ た Slnile は価値あ る長所 で あ り，　 Dale
Carnegiez） は 「Smile は 友達 を獲得し た り，人 々 に 影

響 を与 え る た め の 最 も重要 な 表現方法 の 1 つ で あ る」

と も述 べ て い る．

　 こ の よ う な こ と を考え る と．矯 正 歯科医 は ．一
般的

に　 full　 smile 　時 の 上唇 の 位置 と定義 さ れ て い る
3〕

smile 　line の 改善 も念頭 に お い て 治療計 画 を 立 案 す る

必 要 が あ る と 思わ れ る．

　 しか し，『常臨 床 に お い て 上 顎 前突症 の 治療 を行 う

際 主 に 臼 鹸 の 1 級関係 の 確 立 ，プ ロ フ ァ イル の 改 善 ，
overiet や overbite の 改善な ど に は注意が 払わ れ る

が，smile 　line に 関係 の あ る．卜顎切歯 の 垂直的 な位置

付け に 対 す る考慮は 少 な い よ う に 感 じ る ．

　そ こ で ，今回，当科 に お い て 上 下顎 左 右第
一

小 臼 歯

抜歯後，エ ッ ジ ワ イズ 装置 に て 治療 され 1級の 臼歯関

係，プ ロ フ ァ イル の 改善 が 得 ら れ た 成長期 の 上顎 前突

患者に つ い て ， 動的治療前後 の 側面 セ フ ァ ロ グ ラ ム を

用 い て，smile 　 line　と の 関係 が 深 い と さ れ る
4』71

StomiOII−U1 の 変化 に つ い て 検討 し た．ま た，そ れ に

影響 を及 ぼ す可能性 の あ る硬軟両組織 の 水 平的，垂直

的位置変化 お よ び角度変化 に つ い て も検討 した ．さ ら

に ，理想的な Smile 　lineを得 る こ と の で き た 症例を併

せ て 報告す る．

資料 と方法

　対象は，新潟大学歯学部 附属病院矯 正 科 に お い て 治

療 され た 患 者 で ，土 下 顎 左 右第
一

小 臼 歯抜歯後，エ ッ

ジ ワ イ ズ 装置 と ハ イ プ ル ヘ ッ ド ギ ア を 用 い て 治 療 さ

れ ， 1 級 の 臼歯関係，プ ロ フ ァ イ ル の 改善 が 得ら れ た

成 長 期 の 上 顎 前 突 症 例 ／2 名（女 子，初診時年齢平均 12

歳 6 カ 月 ）で あ る．初診 時 の ∠ ANB は 平均 4．6
°
．　 Over ・

bite は 平均 3，8　mm ，　overjet は平均 5．O　mm で あ っ た

（表 1）．

　 い ず れ の 症 例 も 上 下 顎 左 右 第
一

小 臼 歯 抜 歯

後 ．018
−

× ．025
”
ス ロ ッ トの ス タ ン ダードエ ッ ジ ワ イ ズ

プ ラ ケ ッ トを装着 し，ラ ウ ン ドワ イ ヤ ーで レ ベ リ ン グ

を行 っ た 後，オ ープ ン コ イル ま た はパ ワ
ー

チ ェ イ ン に

て 犬歯を遠 心 移動 させ ， そ の 後 ク ロ
ージ ン グ ル

ープ 付

smile 　line　can 　be　expected 　for　such 　cases 、

　　 （J．Jpn．　Orthod．　Soc．53 （6）：675 〜682 ，1994 ）

1：ST−U 正

2 ：FH −ANS
3 ：FH −A4

：FH −U 畳

5：FH −Pm6
：FH −Sub

7 ：FH −UL8
：FH −ST9
：∠ FH −U1

10：∠ FH −UL −S
ll ：SVUL

図 1 計測項 目 （FH 平面基準）

図 2　 計測 項 目 （Palatal　plane 基 準 ）

き角 ワ イ ヤ ー（上顎 ．Ol8
”

× ．025
”
，下顎 ，017

’
x ，025”

）

に て 空 隙閉鎖 を行 っ た 後，さ らに ア イ デア ル ア
ー

チ （上

下顎 ．018
”
x ．025

”
） に て 仕 上 げ を行 っ て 治療 を終了 し

た ．な お，顎外固定 と し て ヘ ッ ドギ ア を使用 し た．動

的治療期間 は 平均 2 年 7 カ 月 で ，装置 除 去 時 の ∠ ANB

は平均 2．9
°
．overbite は 平均 1．5　mm ，　overjet は 平均

2，8mm で あ っ た （表 1）．

　Stomion−Ul の 変 化 を検 討 す る に あ た っ て は，凵 唇

を リ ラ ッ ク ス さ せ た 状態 で 撮影 し た 術前後 の 側面 セ

フ ァ ロ グ ラ ム を トレ ー
ス し て ，以 下 の 項 目 に つ い て 計

測 し た．
1 、垂直距離項 目 （図 1 ， 2 ）

　Stomion −UI ：上唇最下縁 か ら上顎 中切歯切縁 間 の

距離 （以 下 ，
STU1 とす る）

　 FH −ANS

　FII−Point　A ： （以下，　 FH −A とす る ）

　 FH −Ul

　FH −Prn ：FH 一鼻尖点間距離

　FH −Subnasale： （以 下，　 FH −Sub とす る）

　FII−UL ：FII 平面 か ら上唇最前点 まで の 距離
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表 1 術前後の 計測項目の 平均値 と標準偏差

術前 術後 差

ST −U1 （皿 m ） 3．3± 1．4 1．9土 1．1 一1．4± 0．9
＊＊

FH −ANS （mm ） 24．5± 2．1 26．3±2．2 1．8± 1．2＊＊

FH −A （min ） 30．6± 2．O 32．8± 2．3 2 ．2 ± 1．7＊＊

FH −U ユ （mm ） 54，4± 2，7 55．5士 2．4 1 ほ ± 1．5
＊

FII−Prn （mm ） 16，5± 2 ，4 18 ．3 ± 2 ．8 1．8± 1．0＊＊

FH −Sub （mm ） 28．〇＋ 2．4 30．3± 2 ．5 2．3± 1．2＊ ＊

FH −UL （mIn ） 43．7± 2．2 46，6± 2，0 2．9士 1．7林

FH −ST （mm ） 51 ．1＋ 2．3 53．6± 2．｛｝ 2．5±1．2＊ ＊

∠ FH −UI 　 C　 ＞ 116．7士 6．1 112．8± 4．8 一3．9±8．4

∠ FH ．−UL 　Sub ぐ　 ） 11 ，0± 5，8 105．2±6．2 一4．7±3．2林

SVUL （mn1 ） 5．7⊥ 1．6 4．4± 1．8 一1．3± 1．2＊ ＊

PP −U1 （mm ） 29．9± 2．1 29．2土 2．2 一
〇．7士   ．9＊

PP −ST （nlm ） 26．7± 2．7 27．3±2．1 0．7±0．8串

∠ ANB 　C　 ） 4．6士 1．6 2 ．9± 1，5 一1 ．8 ± 0 ．8＊＊

overbite （mm ） 3，8± 1．1 1．5± 0．5 一2．3± 1，8
＊＊

Overjet （mm ） 5，0土 1 ．2 2．8士 0．7 一2．6± 1．5＊＊

＊’P く 0．  5 　
＊ ＊

　P ＜O．Ol

　 FII−Stomion ： （以 下，　 FH −ST と す る）

　 Palatal　Plane −Ul ： （以 下，　 PP −Ul とす る ）

　 Palatal　Plane −Stomi 〔）n ： （以 下，　 PP −ST と す る ）

2 ．水平的距離項目 （図 1 ）

　 Subnasale　Vertical　to　UL ：Subnasale を 通 り FH

平面 に垂直な線 か ら UL まで の 距離 （以下，　 SVUL と

す る ）

3 ．角度項 目 （図 1 ＞

　 ∠ FH ．．Ul

　 ∠ FH −UL −Sub

　そ の 後 ， こ れ ら の 計測結果 に つ い て，そ れ ぞ れ の 術

前後の 平均値 と標準偏差 を 求 め る と と も に，治療前後

の 差 に つ い て t 一検定 を行 っ て 検討 した ．さ ら に ，ST

UI の 変化量 と そ の 他 の 計測項 日の 変化 との 間の 相関，

鼻 と上 唇 の 各計測 項 目間の 相関，お よ び ∠ FII−UL −

Sub，　SVUL の 各変化量 と PP ．ST の 変化量 の 間 の 相

関 を求 め 検討 し た ，

結 果

　表 1 に 治療前後 の 計測結果 を 示 す．

1 ．ST −Ul の 変化

　ST −Ul は 3．3　mm か ら ユ．9　mm と有意 に 減少 し て い

た ，

2 ．上顎 の 垂 直的変化

　 FH −ANS ，　 FH −A の 変化量 は 成長 に よ り そ れ ぞ れ

1．8　mm ，2．2mm 下方 に位置 して い た．

表 2Prn ，　Sub，　UL ，　ST の 各変化量の 相関

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 NS ；P ＞ 0．05

D−Prn ：FH −Prm の 変 化 量，　D −Sub ：FH −Sub の 変化量

D−UL ：FII−UL の 変化 量，1）−ST ：FH −ST の 変化 量

3 ．鼻 および上唇 の 変化

　鼻 お よ び上唇 の 垂 直的変化 を み る と，成長 に よ り

Prn ．　Sub は有意 に 降下 し ， そ の 垂直変化量 は ANS ，　A

の 変化量 とほ ぼ 同 じ で あ っ た．ま た UL ，　ST も有意 に

降
一
ドし て い た が，そ の 変化 量 は Prn，　Sub や ANS

，
　A

の 変化量 よ り もわず か に 多 い 傾向を 示 した．
一

方，PP
−ST の 変化量 は 治療前後 で 0．7mm の 変化 を示 し た．

　上唇 の 水平 的変化 をみ る と，SVUL は治療後 に 有意

に 減少 し，上唇点 は 平均 1．3　mm 後退 し て い た．また ，
∠ FH −UL −Sub も 治 療後 4．7誠 少 し て い た ．しか し，

∠ FI．1−UL −Sub，　 SVUL の 各変化量 と PP −ST の 変化

量 の 問 に は 有意 な相関 は 認 め られ な か っ た．

4 ．上顎中切歯 の 変化

　治療後 に ∠ FH −Ul は 3．ge減 少 して い た が 有意差 は

認 め られ な か っ た ．一
方，FH 　 Ui は 治療後 に 1．1　mm

増加 し て い た が，そ の 変化 量 は ANS ，　A の 変 化 量 の 約

半分 で あ っ た．また ，
PP −Ul は 治療後 に 平均 で 0．7　mm
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A

B

C
SNASNBANBFMAIMPAFMIAUlSNOPHST

−U1

79 ．0°

74．0
°

　 5．ぴ
32．0

°

92，5甲

55．5“

103．5
°

14．0°

122．5°

　 4．9mm

1）

A ：顔 面 写 真，
　 　 　 　 　 　 図 3　 治療 前 ：初 診 時 年 齢

B ：口 腔 内写 真，C ：セ フ ァ ロ グ ラ ム の ト レ
ー

ス お よび 計測値 ，D ：パ ノ ラ マ X 線 写 真

と有意 な減少 を 示 し た．

5 ．ST −U1 の 変化量 と その 他 の 計測 項 目の 変 化量 と

　　の 相関

ST −Ul の 変化量 は PP ．．Ul の 変化 量 と有意 な 相関

（r ＝O．7，P ＜ 0，05） が 認 め られ た が ，そ の 他 の 計 測

項 目 の 変化 量 と は 有意 な 相関 は認 め られ な か っ た ．
6 ．Prn，　Sub，　UL ，　ST の 各変化量間 の 相関 （表 2 ）

　Prn ，　Sub，　ST の 変 化 量 の 間 に 高 い 相関 が 認 め ら れ

た が ，Prn，　Sub の 各変化量 と UL の 変 化 量 の 間 に は

有意 な 相 関 は み られ な か っ た ．
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A

B

「

C
SNASNBANBFMAIMPAFMIAUISNOPIIST

−Ul

77．5
°

74．5°

　 3．0°

33，0
°

90．0
°

57、0
°

98．ODl3
．0°

］30、O°

　 1．6mm

D

A ：顔面 写 真，
　　図 4　治療後 ：動 的治 療期 間 1 年11 カ 月 （年齢　　　　　　）

B ： 口 腔内写 真，C ：セ フ ァ ロ グ ラ ム の トレ
ー

ス お よ び計 測 値 ，　 D ：パ ノ ラマ X 線写 真

考 察

1 ，資料選択 に つ い て

　 Peck ‘，H ）は，白人 を対象 に した 研 究 で ，大 き な over −

jet，　overbite を有し て い る人 は gummy 　slnile を呈 し

や す い 傾向 に あ り，大 き な interlabial　 gap を有 して

い る人 も gummy 　smile に な り や す く，ま た，　 gummy

smile の 発現率 に は 差が あ り， 2 ： 1 の 割合 で 女性 に

多 く見受 け られ る と述 べ て い る，一
方，成長期 中 の 治

療 で は 歯性 の 変化 の み な らず骨格性 の 変化 お よ び そ れ

に 裏打 ち さ れ た 鼻 上 唇 な ど の 軟組織 の 変 化 を伴 うた
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A

x丶丶

乂

　　　 図 5 セ フ ァ ロ グ ラ ム の 重 ね合 わ せ

　　 一 ：術 前　…… ：術 後

A ：Sella原 点
一SN 平面 に お ける 重ね合わ せ

B ：Pogonion 原点
一Mp 平面 に お け る重 ね合わ せ

C ：ANS 原点
一Palatal　Plane に お け る重 ね 合わ

　 せ

D ：Nose 　tip 原点
一FH 平面 が平行な状態 での 重 ね

　 合わ せ

D

め ．劇的 な smile 　Ilneの 変 化 が 期 待 で き る可 能 性 が 高

い ．そ こ で ，資料 と し て 当科 で 上顎前突症 と 診断 さ れ

上 下 顎 左 右第
一

小 臼 歯抜歯後，エ ッ ジ ワ イ ズ 装置 に て

治 療 さ れ た 成 長 期 に あ る女 子 12名 を対 象 と した．

2 ．Smile　Iine の 評価法 に つ い て

　 Epker と Fishs）
は 顔貌 の 美 し さ を評価 す る た め の

最重 要 部位 の 1 つ に ［ 唇 と歯 の 関係 を あげて い る ．さ

ら に ，Peck ‘）
は gummy 　 smile の 発現 に は 大 き な

Stomion −incisal　edge 間距離が関係 し て い る こ と を指

摘 して い る．一方，Utleye）
は 診断，症例分析，治療 ゴ ー

ル の 設定 ， 治療方針の 立 案 を行 う際 smile 　lineを評

価 す る た め の 1 つ の 有効 な 手段 と し て Stomion−U1
間距離を計測す る こ と を提唱 し て い る．そ こ で 今 回 は，
srnile 　 lineを評 価す る一

手段 と し て ST −U1 を用 い る

こ と と した．

　 しか し，実際 の 臨床 で は，Slnile が 動的 なもの で あ る

以 一ヒ，患者 との 会話 な ど を通 し て 上 唇 の 挙 ．ヒ量，歯肉

の 露出量 な ど を検査 す る こ とが 大切 で あ る．Janzen7）

は lip　embrasure の 位置 が occlusal 　plane の 上 方 2，5

mm に あ る と，最 も魅力的 な smile 　llneを 表出で き る

可能 性 が 高 い と 述 べ て い る が ，理 想 的 な 　 occlusal

plane−lip　embrasure 　の 関係 を有 す る 場 合 で も，

gummy 　Smile 　を 示 す こ とが あ る
一一

方 で ，　 occlusal

plane−lip　embrasure 距離 が か な り大 き い 場合で も，

魅力的 な smile 　］ineを示す こ とが あ る の で ，個人個人

に つ い て 詳 し い 検 査 が 必 要 で あ る こ と を 指摘 し て い

る．ま た，治療 を通 じて バ ラ ン ス の 取 れ た smile 　line

を獲得す る うえ で 非常 に 重要な要因 で あ る　 occlusal

plane−lip　 elnbrasure の 関係．上唇 の 厚 さ，上 唇 の 長

さ な ど は セ フ ァ ロ 上 で 評価 で き る も の の ，そ の 他 に も

1 ） arch 　forn1，2） 口 の 大 き さ， 3＞ neuromuscular

factor （口 唇 の 挙上量 や 左右 の 筋 の ア ン バ ラ ン ス に よ

る 非対称 な smile 　line＞， 4 ） total　facial　 expression

な ど を 側 面 セ フ ァ ロ グ ラ ム で 評 価 で き な い 重 要 な 要 因

と し て あげ，術者に よ る観察お よ び full　snlile の 写真

な ど が 上 記 の 1 ）〜 4 ＞ を検査す る ．ヒで 非常 に 大切 で

あ る と述 べ て い る．

3 ．ST −Ul の 変化に つ い て

　今 回の 研究 で PP −U1 は 0．7mm 減少 し て い た．　 PP
−UI が 女子 で 12〜14歳 の 間 に 0，8　mm 増加 す る とい

う
9｝

こ とを 考慮す る と，こ の 変化 は 1．5mm の 圧下量 に

相当す る と考 え られ る．さ ら に ，FH 平面 基 準 に み て

も，U1 の 降下量 は ANS ，　A と比較 し て有意 に 少 な

か っ た．した が っ て ，こ の よ うな変化 は エ ッ ジ ワ イズ

装置 に よ り U ユ の 萌出 が 抑制 さ れ た こ と，さ ら に は よ

り積極的 な 圧 下 の メ カ ニ ク ス に よ る も の と思 わ れ る．

　 また ，鼻の 下方 へ の 成長 に 伴 っ て上唇が下方 に 移動

し た こ と も ST −U1 の 減少 に 寄与 し て い る と考 え ら れ

る．こ れ まで の 鼻 の 形態に 関 す る 研究
10‘’12，

は 主 に 側貌

の 改 善 と い う視 点 か ら行 わ れ て い た が，本研 究 か ら，

成長期 の 治療 に お い て は 鼻 の 成長 が smile 　lineの 改 善

に まで 関 わ っ て い る 可能性 が 示 唆 さ れ た ．

　さ ら に，PP −ST が 平 均 0．7　mm 増加 して い た が，
こ の 変化 も ST −Ul の 減少 に関与し て い た と考 え ら れ

る．し か しな が ら，標準偏差 0．8mm が 示 す と お り，

症例 に よ っ て か な りの ば らっ きが 認 め られた．こ れ は，

症例 に よ っ て鼻 の 成長，
U1 の 舌側移動 に 対 す る上 唇

の 反応 が さ ま ざ まで あ る た め と考 え られ た ．つ ま り，
PP −ST の 変化 が 大 きな場合 で は，鼻 の 良好な成長 の

結果，上 顎 骨 よ り大 き な 鼻 の 下方 へ の 移動 が 生 じ，そ

れ に 伴 い ST の 下方 へ の移動 量 が多 くな る もの や，　 Ul

の 舌側移動 に 伴 う上唇 の 後退 の 結果，ST の 下 方 へ の

移動 を 示 す もの が 認 め られ た ．こ れ に 対 して ，PP −ST

の 変化 が 小 さ な 場 合は，鼻 が 上 顎骨 と ほ ぼ 平行 に 下方

へ 移動 し．さ ら に Ul の 舌側移動 に よ る 上唇 の 後方，

下方へ の 反応 が 小 さ い 傾向 に あ っ た．

4 ．上顎前突の 治療効果 に つ い て

　
一

般 に，Angle　 II級 1類 の 成人 患者 で は，下顎 の

Spee の 湾 曲が 強 い た め に overbite が 深 くな っ て い る

場合が 多 い ．こ の よ う な症例 で overbite が ど の よ うに

改 善 さ れ て い る か を み る と．多 くの 場合下顎 前歯 の 圧
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下 に よ る と こ ろ が 大 き く，U1 の 圧 下量 が 少 な い 結果，

slnile 　Iineと 強 く関係 し て い る ST −U1 の 改善 を非常

に 困難 に し て い る よ うに 思 わ れ る ，ま た ，U1 の 舌側移

動 に 伴 っ て ST の 下方 へ の 移動 が 生 じ た と し て も，

overjet の 改 善 の た め に は U ユ は舌側傾斜 す る傾向 が

強 く，Ul の 切縁 が 下方 に 移動 す る た め ，　 ST −Ul の 改

善 の 可能性 は 低 くな る と思 わ れ る ．さ ら に ，上 唇 が 短

い 場 合 に は，U1 の 舌 側 移動 に 伴 う ST の 下 方 へ の 移

動 が 少 な く ， ま た 過度の overjct を有す る場合に も，

U1 の 舌側傾斜 が 大 き くな る た め に ，治療 に よ っ て ST
−U1 が 改善 さ れ な い 可能性 が 大 き い と考 え られ る．

　 こ れ に 対 し て ， 今回 の 研究か ら成長期 の ヒ顎前突症

例に お い て は．臼 歯 の 1級関係 の 確立，プ ロ フ ァ イル

の 改善 が 得 られ た場合，U1 の 圧下 と鼻 の 成長 に 伴 う

、h唇 の 下方 へ の 移動 に よ り ST −Ul が 改善 さ れ る こ と

が 明 ら か とな り，併せ て smile 　lineの 改善 も期待で き

る こ とが 示 唆 さ れ た．

　 また，成長期 に あ る症例 で は，overbite の 改善 は 主

に F顎 の 成長 と U1 の 圧
一
ドとに よ り行 わ れ て い た ．　 Ul

の 圧 下 に 関 し て は，成人 と は 異な り下顎 の Spee の 湾

曲 が 強 い 場合 で も歯槽性 の 成長 が 期待 で き る た め，

overbite の 改善 は 下顎前歯の 圧下 よ り も U1 の 圧 下 に

よ る と こ ろ が 大 き くな る よ うに 思 わ れ た ．さ らに ，症

例 に よ っ て は 下 顎 の 成 長 が overjet ，　 overbite の 改善

に 有利 に 作用す る 場合 が あ り，成人．ヒ顎前突症例 と比

較 し て UI を 過 度 に 舌側 傾斜 させ る 必要 が な い よ う に

思 わ れ た．

症 例

　初診時年齢　　　　　 の 女 子 で，上 顎前歯の 前突 に

伴 う凵 元 の 突 出感を主訴 に来院 した （図 3）．

　顔貌所見 ：上下 口 唇 の 突出感 が 認 め ら れ た．

口 唇閉鎖時 に は 口腔 周囲筋に 緊張感 は ほ と ん ど 認 め ら

れ な か っ た ，

　 口 腔 内所 見 ：大 臼歯 は II級 関係 で ，　 overbite 　 5．O

mm
，
　 overjet 　 6．O　mm で あ る．下顎 に は強い Spee の

湾曲が 認 め られ る．

　パ ノ ラ マ X 線写真所 見 ： 88 が 存在 しな い こ と 以外

は，歯根，歯槽骨 な どの 歯 お よ び 歯周組織 に 異常は 認

め られ な い ，

　 セ フ ァ ロ グ ラ ム 所見 ： ト レ
ー

ス と 主 な計測値を図 3

に 示 す．SNA 　79．O
”
，　 SNB 　74．en で ANB が 5．0

凵
で あ

る．ST −Ul は 4．9mm で あ る，
1 ．診断 お よ び治療方針

　Angle　 II級 1類 の 上 顎前突 と診 断 さ れ た ．

　大 臼 歯 の 1級関係 の 確 立 と，上 下顎前歯 の 後退 の た

め．ヒ下 顎 左 右 第
一

小 臼 歯 を 4 本抜歯 し，．018tt× ．025
”

ス ロ ッ トの ス タ ン ダードブ ラ ケ ッ トを 用 い た エ ッ ジ ワ

イ ズ 法 に て 動的治療 を行 う．ま た，上 顎前歯後退中，

顎外固定 と し て ハ イ プ ル ヘ ッ ドギ ア を 使用す る．

2 ．治療経過

　上 下顎左右第
一

小 臼歯抜歯後 エ ッ ジ ワ イ ズ ブ ラ ケ ッ

ト を装着し，，012
”

，．014
”

，．016
”

の ラ ウ ン ドワ イ ヤーで

レ ベ リ ン グを行 い （3 カ 月），．Ol6
”

ワ イ ヤ
ー

に コ イ ル

ス プ リ ン グ を装着 し て ，犬歯 の 遠心移動 を 行 っ た （7

カ 月）．上 顎 は ．e18　
et

× ．025
”

，下顎 は ，017　
ct

× ，〔｝25
”

の ワ イ ヤ ー
に ク ロ ージ ン グ ル ープ を 組 み 込 み 4前歯 の

後退 を 図 っ た （10 カ 月）後，ア イ デ ア ル ア ーチ に て 仕

上げ を 行 っ た （3 カ 月）．顎外固定 は 4 前歯後退時 に ハ

イ プ ル ヘ ッ ドギ ア を 8 カ 月間使 用 した ，また ，前歯後

退時 に 左 側 に 2 カ 月間 Class　II　 elastics を，ア イ デ ア

ル ア ーチ装着 中は 前歯 に 3 カ 月間 up ＆ down 　elastics

を使用 した．保定は上顎 に は　 circumferential 　 type

retainer を，下顎 に は巫 fixed　retainer を装着 した ，

3 ．治療結果 （図 4）

　顔貌所見 ：口 元 の 突出感 は 消失 し．プ ロ フ ァ イル が

改善 さ れ た ．ま た，full　smile 時 に も過 度な歯肉の 露

出 は認 め ら れ な か っ た ．

　口 腔内所 見 ；大 臼 歯 は 1級，前歯部被蓋 は overbite

1．O　mm ，　overjet 　2．O　mm に 改善 され，側 方歯群 も緊密

で 安定 した 咬合状態 を呈 し て い た．

　 パ ノ ラ マ X 線写真所見 ：歯根吸収 は な く歯槽骨 に も

異常が認 め られな か っ た．

　セ フ ァ ロ グ ラ ム 所見 ：ANB は 5．O
‘
か ら 3∬ へ SN

−U1 は 103 ．5
°
か ら 98．O

’
へ 減少 した．　 Ul −ST 　も　4．9

mm か ら 1．6　mm へ 減少 した ．

　 治 療前後 の セ フ ァ ロ グ ラ ム の 重 ね 合 わ せ を図 5 に 示

し た ．

　ST −U ユ の 変 化 に っ い て ： U1 の 舌側移動 と 圧 下 が

行 わ れ ， 鼻 の 下方へ の 成長 に 伴う上 唇 の 下方 へ の 移動

お よ び 上唇 の 後退 に 伴 う ST の 下方 へ の 移動 が 起 こ っ

たた め ST −U1 が 改善 され た と考 え る．また ，　Husley13｝

は full　smile 時 ， 上 唇下縁 が 上 顎 切 歯肉辺 縁の 位置 に

あ る場合に，最も魅力的 な smile 　lineを表出 で き る と

述 べ て い る が，本症例 に お い て も治療 を通 じ て 　ST −

U1 の 改善 に 伴 い 理 想的 な smile 　llneが 獲 得で き た，
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